
10
構造設計方法



構造設計方法
12 13

④ネダノンの釘接合許容せん断耐力

■等級を記号E、Fで表す1級の基準許容応力度と基準弾性係数

強度等級

E50-F160

E55-F175

E60-F190

E65-F205

E70-F220

E75-F245

E80-F270

基準許容応力度（N/㎜2）
曲げ

0°方向 積層数

4.0

4.3

4.7

5.0

5.5

6.1

6.7

単板数が3の場合：1.2
単板数が4の場合：1.6
単板数が5の場合：2.2
単板数が
6以上の場合：2.5

単板数が3の場合：0.4
単板数が4の場合：1.1
単板数が5の場合：1.8
単板数が
6以上の場合：2.2

0.8

面内
せん断

0.4

層内
せん断90°方向 0°方向 積層数

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

0.4

（0°、90°方向）90°方向

0°、90°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交の場合。

■2級の基準許容応力度と基準弾性係数

■釘１本当たりの接合許容せん断耐力(短期、N)

厚さ
（㎜）

釘種類

CN65 または CNZ65

CN75 または CNZ75

出展：2007年枠組壁工法建築物構造計算指針、P.66、（社）日本ツーバイフォー建築協会発行
ネダノンの厚さ24㎜又は28㎜以上34㎜以下に対する値

680

870

660

840

640

810

D-Fir Hem-Fir S-P-F、W.Cedar
根太の樹種グループ

5.0

6.0

7.5

9.0

12.0

15.0

18.0

基準許容応力度（N/㎜2）

曲げ
0°方向 積層数

5.2

4.8

4.3

3.9

3.3

2.7

2.4

基準弾性係数（103N/㎜2）

曲げヤング係数
0°方向

6.5

6.5

5.5

5.0

4.0

4.0

4.0

90°方向

0.4

面内せん断弾性係数
0°、90°方向

0.3

0.3

0.3

0.3

0.6

1.1

21.0 2.2 4.0 1.1

24.0

28.0以上

2.2

2.0

3.5 1.4

3.3 1.7

0.80.8

面内
せん断

0.4 0.4

層内
せん断90°方向

0°、90°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交の場合。

【許容応力度の誘導方法の解説】
許容応力度は「木質構造設計規準・同解説」により以下の方法で誘導されている。
●等級を記号A,B,C,Dで表す1級
　曲げ基準許容応力度はJAS規格の適合基準値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。引張・圧縮・せん断基準許容応力度は
　平行層理論や実験データから誘導した強度値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。曲げヤング係数はJAS規格の適合基準値。
　 その他の弾性定数は平行層理論や実験データ等から誘導した値。
●等級を記号EとFで表す1級
　曲げ・面内せん断基準許容応力度はJAS規格の適合基準値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。圧縮・引張・層内せん断基
　準許容応力度は平行層理論や実験データ等から誘導した強度値に接着耐久性を考慮した低減係数3/4を乗じた値。曲げヤング係数は JAS規格
　の適合基準値。その他の弾性定数は平行層理論や実験データ等から誘導した値。
●2級
　上記の構造用合板2級の基準許容応力度は、JAS規格に基づいて最も強度の低い樹種を原料とし、かつ、0°、90°方向のそれぞれについて最も強
　度が低くなる単板構成で製造したことを想定して誘導された値である。
　日本建築学会編「木質構造設計規準・同解説」第4版、P.412によると、樹種と単板構成が明らかな場合は、基準許容応力度は次式に基づいて計算
　しても良いこととされている。

基準曲げヤング係数
（103N/㎜2）

基準せん断弾性係数
（103N/㎜2）

■等級を記号A、B、C、Dで表す1級の基準許容応力度（N/㎜2）

厚さ
（㎜）

5.0以上6.0未満

6.0以上7.5未満

7.5以上9.0未満

9.0以上12.0未満

12.0以上15.0未満

15.0以上18.0未満

18.0以上21.0未満

21.0以上24.0未満

24.0以上

積
層
数

3

3

5

5

5

7

7

7

9

10.5

9.5

8.5

8.0

6.5

6.0

6.0

6.5

6.5

9.5

9.0

8.0

7.0

6.0

5.5

5.5

6.0

6.0

8.5

8.0

7.0

6.5

5.5

5.0

5.0

5.5

5.5

6.5

5.5

6.0

5.0

5.0

4.0

5.0

5.0

5.0

6.0

5.0

5.5

4.5

4.5

3.5

4.5

4.5

4.5

5.5

4.5

5.0

4.0

4.0

3.0

4.0

4.0

4.0

4.5

4.0

4.0

3.5

3.5

3.0

3.5

3.5

3.5

4.0

3.5

4.0

3.5

3.5

2.5

3.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.0

3.0

2.5

3.0

3.0

3.0

2.0

3.5

3.0

4.0

5.0

5.0

5.0

4.5

4.5

2.0

3.5

3.0

4.0

5.0

5.0

5.0

4.5

4.5

2.0

3.5

3.0

4.0

5.0

5.0

5.0

4.5

4.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5

5.5

4.5

4.5

4.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5

5.5

4.5

4.5

4.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5

5.5

4.5

4.5

4.5

2.5

3.5

2.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

2.5

3.5

2.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

2.5

3.5

2.5

3.5

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

A-B、B-B  
：1.4

  A-C、B-C、
C-C：1.3
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：1.2

A-B、B-B  
：1.8

  A-C、B-C、
C-C：1.6
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：1.5

A-B、B-B  
：2.4

  A-C、B-C、
C-C：2.3
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：2.2

A-B、B-B  
：2.8

  A-C、B-C、
C-C：2.6
  A-D、B-D、
C-D、D-D  
：2.4

0°方向
曲げ

A-B
B-B

■等級を記号A、B、C、Dで表す1級の基準弾性係数（103N/㎜2）

厚さ
（㎜）

5.0以上6.0未満

6.0以上7.5未満

7.5以上9.0未満

9.0以上12.0未満

12.0以上15.0未満

15.0以上18.0未満

18.0以上21.0未満

21.0以上24.0未満

24.0以上

積層数

0°方向

ヤング係数

曲げ 積層数

3

3

5

5

5

7

7

7

9

8.5

8.0

7.0

6.5

5.5

5.0

5.0

5.5

5.5

5.5

4.5

5.5

4.5

4.5 0.4

3.5

4.5

4.5

4.5

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

引張
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

圧縮
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

90°方向 0°、90°方向 45°方向

曲げ
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

引張
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-DD-D

圧縮 せん断 せん断
A-B
B-B

A-C
B-C
C-C

A-D
B-D
C-D
D-D

面内
せん断

層内
せん断

層内
せん断

0.4 0.5 2.0

引張 圧縮 面内
せん断

め
り
込
み

A-B～D-D：板面の品質。
0°、90°、45°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交、45°の角度をなす場合。めりこみは面に直角方向の場合。

面内せん断
弾性係数引張および圧縮

90°方向 45°方向
ヤング係数

曲げ 積層数

0.5

1.0

2.0

2.5

3.5

4.0

4.0

3.5

3.5

3.5

4.5

3.5

4.5

4.5 0.4 2.5

5.5

4.5

4.5

4.5

面内せん断
弾性係数

面内せん断
弾性係数引張および圧縮

0°、90°、45°：表板の繊維方向がスパン方向または荷重方向にそれぞれ平行、直交、45°の角度をなす場合。

日合連では、上式により厚さ24、28㎜の構造用合板の基準許容応力度を誘導している。この値は、傘下の全合板メーカーが製造している厚さ
24、28㎜の構造用合板の単板構成を調査し、その最弱単板構成から誘導した値であり、その安全性については、曲げ強度試験で裏付けを
行っている。なお、表の曲げヤング係数は、最弱単板構成の合板の平均値である（実験データについてはP.14、15参照）。

厚さ
（㎜）

0°方向 90°方向 0°方向 90°方向

許容応力度 （単位：N/㎜2） 弾性係数 （単位：N/㎜2）
曲  げ

面内せん断 層内せん断
曲げヤング係数

面内せん断弾性係数
（0°、90°方向）

24 3.3 2.5
0.8 0.4

4.6 2.2
0.4

28 3.4 2.5 4.4 2.2

■厚さ24、28㎜構造用合板2級の基準許容応力度と基準弾性係数（日合連暫定値）

f0 ＝
F
8
R0 f90 ＝

F
8
R90

：0°方向、90°方向の基準許容曲げ応力度

：当該樹種の木材の曲げ強さの5％下限値（不明の場合はエンゲルマンスプルースの値43.9N/㎜2を仮定してもよい）
：0°方向有効断面係数比=（繊維方向が表板のそれに平行な単板だけを有効と見なしたときの断面係数）/（見かけの断面係数）
：90°方向有効断面係数比=（繊維方向が表板のそれに直角な単板だけを有効と見なしたときの断面係数）/（見かけの断面係数）

f0 ,  f90

F
R0
R90

ただし、

●ネダノンの基準強度

枠組壁工法仕様マニュアル
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